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中小企業のデザイン導入“3つの心得”
デザイン導入において企業が心がけるべきポイント

デザイン導入が上手くいく企業と、
そうでない企業には、どこに差があ
るのでしょうか。当公社の「事業化
チャレンジ道場（注）」で師範を務め、
多くの中小企業に指南をする株式
会社デザイン・ホロン 代表取締役の
田中堅四郎さんにお話を伺い、デザ
イン導入における中小企業の心構
えを3つのポイントにまとめました。

1. 経営者のビジョンと方針
中小企業のデザイン導入において
は、なんといっても経営者の考え方
が重要です。経営者自らが先頭に立
ち、トップダウンで采配を振るわなけ
れば成功の可能性は低いと思いま
す。その上で、決定は自分の趣味嗜
好で行わず、実務は現場に任せるよ
うに心がけるべきです。
また、デザインとは色やかたちを変
えるだけではなく、問題解決手法の
一つなのだと視野を広く持つ経営者
ほど、上手くいくように感じます。何の
ためにデザインを導入するのか、ど
のような体制で進めていくのか。経
営者がビジョンを持ち、方針を指し
示す必要があります。思いつきや単
発プロジェクトで終わらせることなく、
少しずつでも継続して取り組むこと
で、成果につながっていくはずです。
そして、それがきちんと「予算化」さ
れていることも重要です。金額の多

少は問いませんが、プロジェクトが途
中で行き詰まってしまわないために
も、一定の金額を確保しておくべき
でしょう。

2. 生活者に対する感覚
デザイン導入を含めたすべての製
品開発に当てはまりますが、常に「生
活者」の視点を意識することです。つ
い、作れるものや作りたいものから
新製品を考案しがちですが、そうで
はありません。生活者に目を向け、
「自己満足」ではなく「顧客満足」を意
識し、「何をつくるか」ではなく「何が
求められているか」を追求してくださ
い。私は「コトは生活者に聞け、モノ
は強みで作れ」と言っています。
ターゲット（誰に向けた商品か）、
シーン（どんな状況で使われるか）、
ベネフィット（ユーザーにどんな利点
をもたらすか）の3点を企業側がきち
んとイメージしてから、デザインに取
り組むべきです。

3.デザイナーとの「共創」関係 
外部デザイナーに依頼する場合は

「パートナーシップ」のスタンスで臨
みましょう。デザイナーの提案に耳を
貸さないのは論外ですが、頼りすぎ
てもダメ。経営者には「考え方に柔軟
性がありながら、軸となる想いや方
針がぶれない」ことが求められます。

企業はデザイナーの提案を真摯に
受け止め、技術開発や製品の改良な
どで応える。それに対してデザイナー
は、素晴らしいデザインで応える。そ
んな、常にお互いの要求を超えてい
く「共創」の連鎖をつくるのが理想で
す。
ただし、こればかりは相性もありま
す。よい関係が築ける相手と出会う
ためには、ある程度時間をかけても、
納得できるまで対話を重ねたほうが
良いでしょう。

　全6回にわたってデザイン導入に
関するヒントを提供してきた本コラ
ムは、今号で終了です。ご紹介してき
た内容がヒントになり、あなたなり
の「デザインのきっかけ」を掴む一
助になったのであれば幸いです。

事業戦略支援室
デザイン導入・活用支援事業

アドバイザー 福本創平

（注）事業化チャレンジ道場
新製品の開発から製品化、販路開拓ま
でを継続的に支援する実践的な講座で
す。新製品開発を支援する「売れる製品
開発道場」と、事業化を支援する「事業化
実践道場」の二段階で構成されていま
す。お問い合わせは城南支社
（TEL：03-3733-6284）まで。
http://www.tokyo-
kosha.or.jp/support/shien/semina
r/dojo.html

デザインで自社を変えたい。でも、どうやって始めれ
ばいいのかわからない。そんな悩みを抱えるみなさ
んのために、中小企業とデザインの接点になる事例
を紹介し、デザイン導入に向けての第一歩を踏み出
すヒントとノウハウをお伝えします。

デザインのきっかけ
中小企業がデザインに踏み出すための第一歩を探る

最終回

公社トップページ　→　公社事業案内　→　デザイン支援事業

事業戦略支援室　デザイン導入・活用支援事業担当
TEL：03-3832-3660　E-mail：senryaku@tokyo-kosha.or.jp

隔月連載

１．「行動規範の周知」と
　　　　　　　「実践の仕組みの確立」をめざす
　同社では、平成24年5月より顧客満足の最大化を図る上で
人材の行動規範を「ハウスボックスメンバーの約束」(※)とし
て定め、パート社員を含む全従業員を対象に日々の励行に努
めていました。これまで行動規範の周知と定着のために自己
評価を組み込んだ行動チェックの仕組みを活用してきました
が、個々の従業員の基準や実践行動に対する解釈・評価のば
らつき(甘辛)が散見されるとともに、部門単位の改善・改良度
も頭打ちの状況となっていました。

２．リーダーを中心とした
　「実践のための定例勉強会」
　の開催
　そこで、公社の「人材確保・育成総合
支援事業」を利用し、各部門の責任者
であるリーダークラス５名を単なる指示役ではなく個人の意
識、性格、能力を踏まえた「教えられる人」へ育成することを目
指し、以下の手順で勉強会を立ち上げ、より効果的な実践に
努めることとしました。公社の人材ナビゲータは、定例勉強会
の原案の企画、ＯＪＴ・コーチング等の基本スキルのレク
チャーと演習を担当しました。
　運用において特に留意する点は、①目的・目標を確認しつ
つ、段階を経ながら繰り返し継続することで仕事の質の向上
が図れること、②日常の仕事の中で回る、できる仕組みであ
ること、③対象者(従業員)のそれぞれの性格、能力、気持ちを
把握し、対応・指導方法の創意工夫がなされていること、とし
ました。

３．成果と今後の課題
　本格的に着手してから８ヵ月目の段階ではありますが、パート
社員を含む全従業員について、以下の改善が確認されました。

　今後の課題としては、実践の素地づくりの
一方で、継続性を維持する上でモチベーショ
ンアップにつながる場づくり・仕組みの改良
や個々のリーダーの個性・能力特性に合った
マネジメントのスタイルづくりが急務と認識
されます。行動規範は、企業の存在意義、顧
客対応の土台となる部分であり、今後も組織の知恵を集め人
財品質の向上・強化をめざすべきものと考えています。

（人材ナビゲータ　赤堀　新一）
(※)同社ホームページ（http://www.house-box.co.jp/
もしくは「HBメンバーの約束」で検索）をご参照ください。

　株式会社ハウスボックスは、「ものを大切にする心にも世界基準があります」をコンセプトに世界中から優
れた住宅向けリペア(補修)商品の仕入れ・販売を手掛けています。単に商品を販売するだけでなく、使用さ
れるお客様の視点から商品の選択・作業方法の習得をめざす「リペアスクール」の企画・運営や日本の住宅・
家具市場に適した商品の改良・開発を進めることで、国内のリペア業界で圧倒的なシェアを占めています。

TEL：03-3251-9330　FAX：０３-３２５１-７８８８　E-mail sangyo-jinzai@tokyo-kosha.or.jp
取引振興課　産業人材係

公社トップページ　→　研修・セミナー・人材育成・社員教育　→　人材確保・育成総合支援

職場リーダーによる
行動規範の周知・実践、仕事の質向上の仕組みづくり

会社名 ： 株式会社ハウスボックス　代表者 ： 大槻　慎二
資本金 ： 4,250万円　従業員数 ： 37名
所在地 ： 〒144-0035　東京都大田区南蒲田1-25-11
電　話 ： 03－3737－1421　ＦＡＸ ： 03－3739－7519

人材確保・育成総合支援事例

取締役 大槻慎二氏

リーダー研修の風景

●ステップ１：部門別の現状の評価（行動規範の評価項目
の内、何ができていて、何ができていないのか）
●ステップ２：結果の要因の掘り下げ（要因の構造化）
＊PDCAのマネジメント・サイクルの内、Ｃ(確認・検証、要
因分析)、Ａ(改善・改良の試行)が弱いことが顕在化しま
した。（Ｐは計画、Ｄは実行）
　できている項目のその要因は何か…全体での共有を進める
　できていない項目のその要因は何か…要因の構造化による

本質的原因の特定と対応の協議
●ステップ３：上記の要因把握に基づく、目標設定および
行動計画の立案

＊ターゲットとする対象者（従業員）と目標の明確化に注力
しました。
●ステップ４：月毎の進捗の確認と改善・改良の試行(継続)
＊月１回の定例会の場で部門の進捗を確認し、良さの共
有、障害の要因を掘り下げるとともに、実際の場面を想
定したロールプレイングを含めた実践的要素を重視し
ました。

①相互確認の場づくり、ツール(ノート、メール共有ボック
ス等)による方針、組織・個人目標の共有化
②業務知識・スキルや仕事・顧客満足度の向上における
発言・提案件数の向上
③取引先・得意先への応対の質の向上、作業時間の短
縮、配送ミスの低減等の改善
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